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現在の大洲
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2 ページ NEXTきらめき・今月の表紙
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4 ページ～   （特集）防災力の向上を目指して
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１5ページ～ おしらせピックアップ

22ページ～  情報ひろば

24ページ  集まれＯ級若モン

25ページ～  図書館・保健センター・各種相談ガイド

28ページ  がんばるひと（大和書道会）

税　　　別 7月 8月 9月 10月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期 4期

７ 月の納税など　納期限は 7 月31日㈬です。

人の動き（先月比）

人　口　42,945人　（－ 80 ）
　男　　20,504人　（－ 39 ）
　女　　22,441人　（－ 41 ）
世帯数　19,864世帯（－  6 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　26件（　42 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　29人（　58 人）

（2019年５月末現在）

　第24回鹿野川湖ドラゴン
ボート大会が、５月26日㈰、
鹿野川湖で開催され、26チ
ーム約300人がタイムを競
い合いました。
　どのレースも熱い展開と
なり、会場は始終盛り上が
りを見せていました。

　

大
洲
農
業
高
等
学
校
３
年
の
西
田
さ

く
ら
さ
ん
は
、
５
月
24
日
㈮
に
エ
ミ
フ

ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
で
開
催
さ
れ
た
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
競
技
県
大
会
の
個
人
部

門
に
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

西
田
さ
ん
は
、「
シ
ダ
植
物
の
ト
ク

サ
を
写
真
の
フ
レ
ー
ム
枠
の
よ
う
に
使

っ
て
、
凛
と
し
た
作
品
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
大
会
直
前
ま
で
作
品
の
デ
ザ
イ
ン

を
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
を

決
定
し
ま
し
た
」
と
大
会
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
感
想
に
つ
い
て
、「
個
人

部
門
で
の
出
場
は
初
め
て
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
練
習
の
時
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ

の
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
入
賞
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、

最
優
秀
賞
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
に
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
西
田
さ

ん
。「
全
国
大
会
で
は
、
作
品
に
テ
ー

マ
が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
制
作
難
易
度

が
上
が
り
ま
す
。
昨
年
先
輩
が
受
賞
し

た
銅
賞
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
、
基
本
的

な
技
術
を
さ
ら
に
磨
き
た
い
で
す
」
と

今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

フラワーデザイン競技県大会　個人部門　最優秀賞

西　田　さくら　さん

（大洲農業高等学校生産科学科 3 年）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

【お詫び】
　広報おおず 6 月号 6 ページおよび27ページに掲
載しました大洲喜多休日夜間急患センターの診療時
間について、誤りがありました。正しくは、本誌27
ページのとおりです。市民並びに関係機関のみなさ
んにご迷惑をおかけし、申し訳ございませんでした。
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大洲市検証会議を開催
～平成30年 7 月豪雨～

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
関
す
る

大
洲
市
検
証
会
議
が
、
５
月
13
日
㈪
、

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
や
市
民
、
市
職
員
な

ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
国
、
県
に

お
け
る
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、市
で
は
、

課
題
や
今
後
の
対
応
策
を
17
項
目
に
分

け
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
課
題
な
ど

を
国
や
県
、
愛
媛
大
学
、
浸
水
被
害
の

大
き
か
っ
た
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の

代
表
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
す
る
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

検証項目
⑴災害対策本部　⑵避難情報　⑶市民への情報伝達
⑷市役所内部の情報共有　⑸外部組織との連携・対応
⑹避難所開設　⑺避難所運営　⑻配食・炊出し
⑼支援物資・備蓄物資　⑽断水・給水
⑾災害廃棄物処理　⑿仮設住宅
⒀罹

り

災
さい

証明・被害調査　⒁消防団・自主防災組織
⒂業務分担　⒃職員の配置・不足
⒄マニュアル・研修

計画などの見直し 情報伝達確認の徹底 災害情報の内容の
見直し 避難判断基準の見直し

▽受援計画の策定
▽ 避難所運営マニュア

ルの見直し
▽ 業務継続計画（BCP）

の見直し

▽ 自主防災組織への受
け取り確認

▽ 消防団員への避難情
報の伝達

▽ 伝達手段ごとの情報
文の区別化

▽ ダム放流量による避
難基準の設定

▽数値による具体化

業務分担の見直し 市役所内部の
情報の共有化

仮設住宅入居者の
見守り 広報周知活動

▽ 災害対策本部業務の
見直し

▽ 各対策部業務の平準
化

▽ 市庁内電算システム
を活用した情報の共
有化

▽ 災害対策本部決定事
項の速やかな伝達

▽ 生活相談や健康相談
の継続実施

▽市民防災読本の配布
▽浸水表示板の設置
▽ 防災研修内容の見直

し

情報伝達手段の多重化

▽ 屋外拡声型防災行政無線、防災メール
（登録型）、エリアメール（プッシュ型）、
市ホームページ、テレビ文字放送（Ｌ
アラート）以外の伝達手段の検討

防災行政無線のデジタル化

▽ 肱川支所・河辺支所管内の防災行政無
線のデジタル化

避難所および
避難場所の見直し

災害・避難カード
作成事業の推進

地区防災計画の
策定見直しの推進

▽指定避難所の検討
▽ 2 次避難所の検討

▽ 避難のタイミング
（タイムライン）
の確認

▽避難経路の確認

▽ 備蓄物資に関する
事項

▽ 支援物資の配布に
関する事項

▽ 避難所に関する事
項

他機関への改善要望 指定避難所と市役所
との連絡手段の確保

▽ 災害情報システム
の改善要望

▽ 指定避難所との連
絡手段検討

【対応策1】市役所内部における業務改善を図る事項

【対応策3】
計画的に取り組む事項

【対応策2】
住民、地域および外部組織とともに改善していくべき事項

市
と
し
て
取
り
組
む
事
項
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（特集）防災力の向上を目指して
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
肱
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
が

３
千
棟
を
超
え
る
な
ど
、
過
去
に
経
験

の
な
い
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
突
然
起
こ
り
、
思
わ
ぬ
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
市
民
が
「
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
る

な
ど
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み
に
よ
る

防
災
意
識
の
高
い
社
会
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
防
災
に
関
す
る
情
報
の
入
手

方
法
や
、
新
し
く
見
直
さ
れ
た
避
難
判

断
基
準
を
ま
と
め
ま
し
た
。
出
水
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、内
容
を
確
認
し
て
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

 

区
入
り
と
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

大
洲
市
に
は
、
一
定
の
広
が
り
や
集

落
を
単
位
と
し
た
５
０
０
を
超
え
る

「
行
政
区
」が
あ
り
ま
す
。区
入
り
と
は
、

そ
の
行
政
区
内
の
市
民
が
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
活
動
す
る
組
織
に
加
入
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

転
入
・
転
居
し
た
人
の
行
政
区
は
、

市
民
生
活
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
ま

た
は
お
近
く
の
公
民
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 
区
入
り
と
防
災
の
関
係
性　
　
　
　

  

　

地
震
や
洪
水
な
ど
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、「
自
助
」・

「
共
助
」・「
公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
自　

助
】

　

自
分
自
身
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自

分
で
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
避
難
所

を
確
認
し
た
り
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
常
備

し
た
り
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
備
え

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
や
地
域
が
主
催
す
る
防
災

訓
練
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
知
識
を

養
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

【
共　

助
】

　

自
治
会
や
行
政
区
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
協
力
し
助
け
合
う
こ
と

で
す
。

　

地
域
で
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営

に
協
力
し
た
り
、
消
火
活
動
や
炊
き
出

し
を
し
た
り
、
地
域
で
支
え
合
い
助
け

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
る
た
め
、
避

難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

【
公　

助
】

　

市
役
所
や
消
防
・
警
察
な
ど
に
よ
る

救
助
活
動
や
、
支
援
物
資
の
提
供
な
ど

の
公
的
支
援
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
食
料
や

飲
料
水
な
ど
の
生
活
物
資
の
備
蓄
、
資

機
材
の
整
備
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
の

応
援
協
定
締
結
、
防
災
訓
練
な
ど
の
実

施
が
、事
前
対
策
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
情
報
の
収
集

と
発
信
、
人
命
救
助
や
復
旧
・
復
興
を

担
っ
て
い
ま
す
。

 

区
入
り
の
重
要
性　
　
　
　
　
　
　

  

　

区
入
り
を
す
る
こ
と
で
、
誰
が
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
か
を
地
域
の
み
な
さ
ん

が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め

の
避
難
が
必
要
で
あ
る
か
の
判
断
、
発

災
直
後
に
お
け
る
避
難
誘
導
や
安
否
確

認
、
救
援
物
資
の
供
給
や
炊
き
出
し
な

ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
防
災
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
や
自
治
会
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
講

演
会
や
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
「
区
入
り
」

一人で守る

みんなで守る

自助
自分の身は自分で守る

（市民一人ひとりの活動）

公助
（防災機関の対応）

共助
みんなのまちはみんなで守る
（自主防災組織などの活動）

防災対策
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
、
肱
川
の
県

管
理
区
間
の
水
位
周
知
河
川
へ
の
指
定

な
ど
を
受
け
、
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

判
断
基
準
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

万
一
の
災
害
に
よ
り
人
的
被
害
を
受

け
な
い
た
め
に
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の

情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
安

全
な
避
難
場
所
に
避
難
し
、
身
の
安
全

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

基
準
に
関
わ
ら
ず
、
異
常
洪
水
時
防

災
操
作
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
水
位
の
急

激
な
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
避

難
指
示
（
緊
急
）
を
発
令
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
、「
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊
急
）
な
ど
の

危
険
度
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」、「
さ

ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
を
十
分
に
活
用
で

き
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見
を
踏
ま

え
、
国
に
お
い
て
、
避
難
勧
告
な
ど
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
災
害
発
生
の
高
ま
り
に
応

じ
、
防
災
情
報
を
直
感
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
、「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用
い
て
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伝
え
ま
す
。

避
難
判
断
基
準
の
見
直
し

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
や
警
戒
レ
ベ
ル
４
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
声
を
か
け
合

っ
て
、
確
実
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
身

の
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、
警
戒
レ
ベ

ル
に
関
わ
ら
ず
、
安
全
な
避
難
場
所
へ

避
難
す
る
か
、
命
を
守
る
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
内
閣
府

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

種　別 内　　容

避難準備・
高齢者等避難開始

住民に対して避難準備を呼びかけ
るとともに、高齢者や障がい者な
ど配慮を要する人とその支援者は
立ち退き避難する

避難勧告 予想される災害に対応した避難場
所などに立ち退き避難する

避難指示（緊急）

既に災害が発生していてもおかし
くない極めて危険な状態となって
いて、すぐに避難場所などへ避難
するか、状況によっては命を守る
最善の行動をとる

地　区 肱川 大川・菅田 柚木・久米 五郎･只越･東大洲･平･松ヶ花･
春賀･八多喜･伊州子･白滝･豊中 長浜・沖浦

判断基準 ダム放流量 大川水位観測所 大洲第 2
水位観測所

大洲第 2
水位観測所

大洲第 2
水位観測所

避難準備・
高齢者等避難開始

１,１50㎥/sの放流が予
想されたとき 4.9m 4.5m 4.8m 4.5m　※ １

4.0m　※ 2

避難勧告
600㎥/sから１,１50㎥/s
に放流量を増加させる
連絡を受けたとき

5.65m 5.5m 5.8m 5.0m　※ １
4.5m　※ 2

避難指示
（緊急）

異常洪水時防災操作を
行う通知を受けたとき 6.１m 6.0m 6.3m 5.0m　※ 2

※ １ 　満潮位が3.2mを超える予想があり、満潮位の 2 時間前の水位　※ 2 　満潮位が3.5mを超える予想があり、満潮位の 2 時間前の水位

警　戒
レベル

避　難
情　報住民がとるべき行動

5 災害発生
情報

命を守るための
最善の行動をとる

4 避難勧告、
避難指示全 員 避 難

3 避難準備･高齢
者等避難開始

高齢者･障がい者･乳幼児などと
その支援者は避難、他の住民は準備

2 洪水注意報･
大雨注意報

災害に備え、ハザードマップなど
により、自らの避難行動を確認

1 警報級の可能性
(早期注意情報)

防災気象情報などの最新情報に
注意し、災害への心構えを高める
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川
の
情
報
を
確
認

 
緊
急
速
報
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

  
　

国
が
管
理
す
る
肱
川
の
区
間
で
、
川

が
氾
濫
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
時

に
、
そ
の
周
辺
の
住
民
に
対
し
て
氾
濫

の
危
険
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
が
発
信

さ
れ
ま
す
。

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
後
は
、
防

災
無
線
、
テ
レ
ビ
、
川
の
防
災
情
報
な

ど
で
自
治
体
の
情
報
や
川
の
情
報
を
確

認
し
、
安
全
確
保
を
図
る
な
ど
適
切
な

防
災
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

川
の
防
災
情
報　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

降
雨
や
肱
川
の
状
況
を
確
認
す
る
に

は
、
国
土
交
通
省
「
川
の
防
災
情
報
」

を
活
用
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
方
法
】

▽
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

http://w
w
w
.river.go.jp/

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

http://w
w
w
.river.go.jp/s/

【
川
の
水
位
が
分
か
る
】

　

川
に
設
置
し
た
水
位
計
で
、
近
く
の

川
の
水
位
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
、
リ
ア
ム
タ
イ
ム
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
川
の
様
子
が
分
か
る
】

　

映
像
監
視
シ
ス
テ
ム
カ
メ
ラ
の
映
像

で
、
現
在
の
川
の
様
子
が
分
か
り
、
川

に
近
づ
か
な
く
て
も
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
雨
の
状
況
が
分
か
る
】

　

今
、
ど
こ
で
ど
れ
く
ら
い
の
雨
が
降

っ
て
い
る
の
か
を
、
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る

観
測
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
版
「
川
の
防
災
情
報
」
で
は
、

位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
今
い

る
場
所
の
雨
の
様
子
や
小
位
計
が
設
置

さ
れ
て
い
る
川
の
状
況
を
す
ぐ
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

洪水情報の「緊急速報メール」の配信イメージ

河川管理者（国）
気象庁

携帯電話会社 住民のみなさん

洪水情報 緊急速報
メール

緊急速報メール　配信訓練　を実施します
【日　時】 7 月2₈日㈰　午前 ₉ 時頃
※携帯電話・スマートフォンが一斉に鳴ります。

【対象者】 NTTドコモ、au、ソフトバンクの携帯電話、スマートフォン、タブレット端末（いずれも対
応機種のみ）を持ち、上記の時刻に大洲市内にいる人

【問い合わせ先】国土交通省　大洲河川国道事務所　工務第一課　☎24︲5１85
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野
村
ダ
ム
・
鹿
野
川
ダ
ム
の
新
た
な
操
作
規
則
が
決
定
し
ま
し
た

　

国
土
交
通
省
は
、
野
村
ダ
ム
・
鹿
野

川
ダ
ム
の
新
た
な
操
作
規
則
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
で
増
加
し
た

洪
水
調
節
容
量
を
活
用
し
、
中
規
模
洪

水
で
は
鹿
野
川
ダ
ム
に
効
果
を
発
揮
さ

せ
、
よ
り
大
規
模
な
洪
水
で
は
野
村
ダ

ム
お
よ
び
鹿
野
川
ダ
ム
に
効
果
を
発
揮

さ
せ
る
操
作
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
操
作
規
則
は
激
特
事

業
が
完
成
す
る
ま
で
の
お
お
む
ね
５
年

間
の
規
則
で
あ
り
、
河
道
整
備
が
進
ん

だ
段
階
で
大
規
模
洪
水
に
対
応
で
き
る

も
の
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

野
村
ダ
ム
・
鹿
野
川
ダ
ム
の
新
た

な
操
作
ル
ー
ル
の
考
え
方
に
対
し
て

４
月
16
日
か
ら
１
カ
月
間
、
肱
川
流

域
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
詳
細
お
よ
び

ダ
ム
管
理
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ダ
ム
操
作
に
関
係
す
る
意
見
を
取
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。
河
川
整
備
な
ど

に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

http://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/
yam
atosa/info/ikenbosyuu.htm

l

【鹿野川ダム】
▽ 菅田地区の堤防が整備中で浸水被害が頻発し

ていることを考慮し、600㎥/s定量の時間を増
加させることで、より多くの洪水で600㎥/s以
下の流下量となります。

▽ 大規模な洪水に対してダムの容量を確保する
ため、東大洲地区などの暫定堤防70㎝かさ上
げ見合いで、最大流下量を約35%増加させま
す。

　（850㎥/s→１,１50㎥/s）

【野村ダム】
▽ 大規模な洪水に対してダムの容量を確保

するため、洪水初期の段階で流下量を増
加させる操作に変更しました。

　（300㎥/sから定率調整）
▽ 野村ダム下流の河川整備見合いで、最大

流下量を１,000㎥/sとしました。

鹿野川ダム改造事業の完成（治水容量の増強） 野村ダム　治水容量の確保
（利水容量の一部を活用）

 

新
た
な
操
作
規
則
の
概
要　
　
　
　

  

予備放流水位 標高 81.0m 

洪水時最高水位 標高 89.0m 

治水容量 1,650万㎥ 

予備放流水位 標高 76.3m 

洪水時最高水位 標高 89.0m 

治水容量 2,390万㎥ 

クレストゲート敷高 
標高 76.0m

トンネル洪水吐 
600㎥/s 

標高 53.0m 

1.4倍 

利水容量 
920万㎥ 

治水容量 
350万㎥ 

事前放流量 
250万㎥ 

流入量流入量 流
量

流
量

時間時間

※ダムの容量が満杯になることが想定される場合には、流下量を流入量に近づける操作（異常洪水時防災操作）を行う可能性があります。

300㎥/s 
600㎥/s 

最大1,000㎥/s 
1,150㎥/s 

野村ダム鹿野川ダム 黒　　　　流入量
赤　　　　放流量
破線は流入量が大きく
なった場合（異常洪水
時防災操作）
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う
か
い
の
開
幕
式
が
６
月
１
日
㈯
、

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
前
の
河
原
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
幕
式
で
大
洲
市
観
光
協
会
の
藤
岡

周し
ゅ
う

二じ

会
長
は
、「
今
年
も
日
本
三
大
う

か
い
の
一
つ
で
あ
る
大
洲
の
う
か
い
が

始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
周
辺
を
整
備
し
、
よ
り
多

く
の
人
が
う
か
い
を
体
験
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
二
宮
市
長
は
、「
全
国
か
ら
多

く
の
支
援
が
あ
り
、
今
年
も
う
か
い
を

開
幕
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
62
年
の
歴

史
を
持
つ
大
洲
の
う
か
い
が
、
復
興
の

弾
み
に
な
る
よ
う
、
全
国
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

夏
の
風
物
詩
「
う
か
い
」
開
幕

　第30回四国西南サミットが、 5 月 9 日㈭、市内で
開かれました。サミットには、愛媛県と高知県から１4
市町村が参加し、市長や議長など約60人が出席しま
した。
　西南サミットは、共通の課題を持つ四国の西南地
域の自治体で構成され、課題に対する取り組みを研
究する目的で毎年開かれています。今年度は、官民
連携に関する勉強会の開催や、防災対策の取り組み
について情報の共有・協議が実施される予定です。

　第 5 回鹿野川湖カヌー大会が、 6 月 2 日㈰、鹿
野川湖漕艇場で開催されました。
　開会にあたり「被災地となったこの場所でカヌ
ーができることに感謝して戦い抜くことを誓いま
す」と選手宣誓が行われ、競技が始まりました。
大会には、県内外から多くの参加者が集まり、外
国人や国体選手も出場しました。
　当日はあいにくの雨で気温が低い状況でしたが、
選手たちは寒さを感じさせない力強いパドルさば
きで熱い戦いを繰り広げました。

四国西南サミット　開催華麗なパドルさばきを披露

　

開
幕
式
終
了
後
、
約
２
０
０
人
の
乗

船
客
は
、18
隻
の
屋
形
船
に
乗
り
込
み
、

川
下
り
を
楽
し
み
な
が
ら
船
内
で
料
理

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

辺
り
が
暗
く
な
る
と
、
か
が
り
火
を

と
も
し
た
鵜う

船ぶ
ね

が
ゆ
っ
く
り
と
下
り
始

め
、
鵜う

匠し
ょ
う

と
連
携
し
た
鵜う

は
元
気
に
ア

ユ
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

屋
形
船
か
ら
は
、
鵜
が
ア
ユ
を
捕
ら

え
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
終
盤
に
は
、
約
３
０
０
発
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
う
か
い
開
き
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

大
洲
の
う
か
い
は
９
月
20
日
㈮
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
の
夏

は
、大
洲
が
誇
る
郷
土
文
化
「
う
か
い
」

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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（
公
財
）
日
本
公
衆
電
話
会
に
よ
る

「
ネ
ッ
ト
安
全
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
贈

呈
式
が
、
５
月
13
日
㈪
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
中
学
生

を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
際
の
ル
ー
ル
や
危
険
性
な
ど
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
の
中

学
校
な
ど
へ
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
公
衆
電
話
会
四
国
統
括
支
部
長

の
間
島
実み
の
る

さ
ん
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

る
。
中
学
生
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
ら
な
い
よ
う
、
冊
子
を
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

出
水
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

肱
川
水
防
工
法
訓
練
が
、５
月
19
日
㈰
、

肱
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
矢
野
正ま
さ

祥か
ず

消
防
団

長
が
「
毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
訓
練
で
、

し
っ
か
り
と
基
礎
を
学
び
、
い
ざ
と
い

う
時
に
は
、
水
防
工
法
を
実
践
し
て
市

民
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
消
防
団
員
や
自
主
防
災

組
織
の
構
成
員
ら
約
１
７
０
人
が
参
加

し
、
水
防
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
高

め
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
を
知
る

水
防
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

大洲市民生児童委員協議会総会・研修会が開催されました
～広げよう　地域に根ざした　思いやり～

　大洲市民生児童委員協議会の令和元年度総会が、 5
月 8 日㈬、大洲市総合福祉センターで開催されました。
　開会にあたり西尾和

かず

子
こ

会長は、「安心して住み続ける
ことのできる地域社会づくりこそが、災害時などに生
かせるのではないかと考えている」とあいさつしました。
　続いて、現職で１0年以上の在任期間がある委員へ、
全国民生委員児童委員連合会会長表彰の伝達が行わ
れました。また、現職で１5年以上の在任期間があり、
過去に県知事または県社会福祉協議会会長から表彰
された委員へ、全国社会福祉協議会会長表彰の伝達
が行われました。次に、通算 6 年以上在職で、特に
功績が顕著な委員へ、二宮市長から表彰状と記念品

の贈呈が行われました。
　総会終了後には、東予子ども・女性支援センター
の児童福祉士である山内幸

ゆき

春
はる

さんが講師を務め、児
童虐待の防止について研修会が開かれました。参加
したみなさんは、今後の活動に役立てようと熱心に耳
を傾けていました。

【全国民生委員児童委員連合会会長表彰】（敬称略）
笹山　　允

まこと

（肱南地区）　上
かみ

野
の

　信
のぶ

明
あき

（肱南地区）
柿見　純

じゅん

一
いち

（肱北地区）　大野　昭
あき

洋
ひろ

（平地区）
佐々木亜

あ

紀
き

子
こ

（平野地区）　出
で

水
みず

　邦
くに

子
こ

（菅田地区）
冨永　綾

あや

子
こ

（菅田地区）　東　　千
ち

尋
ひろ

（菅田地区）
大下　瑠

る

美
み

（大川地区）　須内　義
よし

美
み

（八多喜地区）
松岡　伸

のぶ

博
ひろ

（上須戒地区）　兵頭　常
つね

葊
ひろ

（長浜地区）
大塚　　薫

かおる

（長浜地区）　髙屋　君
きみ

廣
ひろ

（長浜地区）
西村　弘

ひろ

美
み

（長浜地区）
【全国社会福祉協議会会長表彰】（敬称略）
井上　和

かず

子
こ

（南久米地区）
【大洲市民生委員及び児童委員表彰】（敬称略）
松本　圭

けい

典
すけ

（平地区）　　橋本　誠
せい

子
こ

（平地区）
中塚志

し

保
ほ

美
み

（大川地区）　田渕　純
じゅん

一
いち

（長浜地区）
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高齢者叙勲 長年の功績を称えて
　令和元年度行政相談委員全体会議が、 5 月１6日
㈭、松山市の「にぎたつ会館」で開催されました。
会議では、大洲市の行政相談委員である今宮雅

まさ

司
し

さんが、総務省愛媛行政監視行政相談センター所
長から感謝状を受け取りました。
　今回の贈呈は、今宮さんが住民からの行政に対
する苦情や意見、要望などを受け付け、その解決
や実現のために地道な活動を行ってきたことが認
められたものです。

徃
ゆく

　田
た

　　　尚
ひさし

 さん
（西大洲）

元八幡浜公共職業安定所長

　徃田さんは、長年にわたり労働行政事
務業務にご尽力されたご功績により、こ
のたび「瑞宝双光章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章

　 4 月25日㈭～27日㈯に東京ビッグサイトで開催さ
れた「ハンドメイド・メイカーズ20１9」で、帽子千

ち

秋
あき

さんが「第 2 回MAKERSʼ AWARD」ゴールド賞
を受賞しました。このアワードは、ハンドメイドに
携わる人へ一つの指標を示し、さらなる手づくりの
付加価値の向上を目指して実施されています。
　帽子さんは、「今回の受賞は、出展作品だけでな
く大洲市でのさまざまな活動も評価されていた。こ
れからも、作品を通して、大洲市の名を全国に広め
ていきたい」と喜びと今後の抱負を話しました。

　シンガーソングライターである大澤誉
よ

志
し

幸
ゆき

さんの
大洲公演が、 5 月１１日㈯、バー &カフェ R

ロイズ

OYʼSで開
催されました。平成30年 7 月豪雨で被災した大洲に
元気と勇気を届けようと、この公演が実施され、県
内外の各地から約70人のファンが集まりました。
　公演では、大ヒット曲「そして僕は途方に暮れる」
をはじめ、いくつもの名曲が披露され、集まったファ
ンを喜ばせました。この公演の収益金は義援金とし
て大洲市に寄付されるなど、復興への思いが詰まっ
たライブになりました。

ハンドメイドの魅力を通じて 大洲の復興を応援
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シリーズ
青年海外協力隊　梶谷　沙

さ

紀
き

　さん
ケセラセラ※ ＪＩＣＡエクアドル通信　№ 1
※スペイン語で「なるようになる」の意味 　

¡H
ola!

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
あ
い
さ

つ
）
初
め
ま
し
て
、
梶
谷
沙
紀
で
す
。

私
は
、
現
在
エ
ク
ア
ド
ル
に
て
環
境
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
で
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
エ
ク
ア
ド
ル
】

　

ア
フ
リ
カ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
バ
ナ
ナ
で
お
馴
染
み
、
南
米

の
エ
ク
ア
ド
ル
で
す
。
他
に
も
カ
カ
オ

や
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
産
地
と
し
て
も
有
名

で
す
。Ecuador

は
赤
道
を
意
味
し
、

言
葉
通
り
赤
道
線
上
に
位
置
し
て
い
る

た
め
日
差
し
が
と
て
も
強
い
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
地
と
し
て
も
大
人
気
な

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
が
あ
り
、
野
生
の
ア

シ
カ
や
リ
ク
ガ
メ
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
環
境
教
育
】

　

主
な
活
動
と
し
て
、
学
校
や
地
区
の

集
ま
り
に
お
い
て
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
や
生
ご
み

コ
ン
ポ
ス
ト
（
有
機
堆
肥
）
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
発
表

で
き
た
の
は
ま
だ
数
回
…
。
直
前
に
キ

ャ
ン
セ
ル
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
環
境

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
日
々

格
闘
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
行
っ
て
も
「
チ
ャ
イ
ナ
（
中

国
人
）」と
呼
ば
れ
る
毎
日
。ち
な
み
に
、

日
本
人
は
中
国
語
を
話
せ
る
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
く
、
言
語
が
違
う
よ
と
伝

え
る
と
毎
回
驚
か
れ
ま
す
。
南
米
は
ス

ペ
イ
ン
語
地
域
が
多
い
た
め
、
国
に
よ

っ
て
言
語
が
違
う
の
が
不
思
議
な
よ
う

で
す
。

　

次
回
は
、
生
活
や
エ
ク
ア
ド
ル
料
理

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

エクアドル

人　口：１,363万人
面　積：28.4万㎢
首　都：キト
公用語：スペイン語

【
追　

記
】

　

去
る
平
成
30
年
度
７
月
豪
雨

に
際
し
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な

さ
ん
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、
長
野
県
の
駒
ケ

根
訓
練
所
に
お
い
て
、
２
０
１

８
年
度
２
次
隊
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

協
力
隊
有
志
一
同
に
て
募
金
活

動
を
行
い
、
大
洲
市
へ
寄
附
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

梶
谷　

沙
紀
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シリーズ地域医療の未来を考える ～医療の現場から～　No.1

診療科目
内科・外科・整形外科・泌尿器科・眼科・
皮膚科・耳鼻咽喉科・リハビリテーシ
ョン科・神経内科

診療受付時間 午前 8 時１5分～１１時30分

休 診 日 土日祝日および年末年始

住 所 〒795︲850１　西大洲甲570番地

電話番号 0893︲24︲2１5１

公 式 H P http://www.ozuch.jp/

救
急
患
者
受
け
入
れ
体
制
・
概
要
・
現
状

　

市
立
大
洲
病
院
は
、
昭
和
22
（
１
９

４
７
）
年
に
、
大
洲
町
国
民
健
康
保
険

病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
、
大
洲
喜
多
地

区
に
お
け
る
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市
民
の
み
な
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
科
目

は
11
科
（
小
児
科
・
産
婦
人
科
は
休
止

中
）
が
あ
り
、内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・

泌
尿
器
科
・
眼
科
に
つ
い
て
は
、
入
院

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
外
来
患
者
数
は
、
約

８
万
２
５
０
０
人
で
、入
院
患
者
数
も
、

３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
７
対
１
の
看

護
体
系
の
も
と
、
在
宅
復
帰
支
援
の
た

め
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
急
性
期
病

棟
な
ど
の
体
制
で
入
院
患
者
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院
内
に

は
「
総
合
患
者
支
援
室
（
平
成
16
年
４

月
〜
）」
が
開
設
さ
れ
て
い
て
、
入
退

院
時
に
お
け
る
医
療
・
介
護
機
関
と
連

携
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
立
大
洲
病
院
は
救
急
告
示
病
院
と

し
て
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
大
洲
喜
多
地
区
内
の
病
院

で
構
成
す
る
輪
番
制
で
は
、
毎
週
月
曜

日
と
火
曜
日
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
火
曜
日
の
夜
間
帯
は
、
広
域
で
八

幡
浜
地
区
か
ら
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
救
急
受
け
入
れ
患
者

数
は
約
２
千
人
で
あ
り
、
35
パ
ー
セ
ン

ト
の
７
７
３
人
が
救
急
車
で
の
搬
送
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
水

曜
日
か
ら
日
曜
日
の
救
急
当
番
以
外
の

日
に
も
、
７
９
７
人
の
救
急
搬
送
患
者

の
受
け
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

市
立
大
洲
病
院

　

ま
た
、
市
立
大
洲
病
院
は
公
立
病
院

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の

医
療
救
護
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
公
立
病
院
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
李 

医
局
長
を

中
心
に
、
地
震
災
害
な
ど
の
不
測
の
事

態
に
備
え
、
適
切
な
体
制
を
構
築
し
、

災
害
発
生
時
に
は
速
や
か
に
救
護
体
制

を
整
備
し
傷
病
者
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

平成30年度救急患者受け入れ概要
※月・火のみ

受け入れ患者数
2,１73件

そのうち救急搬送
受け入れ 773件

　　入院  537件
　　外来 １,563件
　　死亡  24件
　　転院  49件
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シリーズ

市立大洲病院　看護部長
認定看護管理者

　山中　志
し

麻
ま

 さん

市立大洲病院　看護部　看護主任
救急看護認定看護師

　向井　直
なお

基
き

 さん

日
頃
か
ら
医
療
の

意
識
を
高
め
る

救
急
医
療
の

質
の
向
上
を

　

日
本
は
現
在
、
人
口
減
少
と
と
も

に
少
子
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。
大
洲
市
に
お
い
て
も
出
生
数
が

減
少
傾
向
、
死
亡
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
人
口
が
「
自
然
減
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
元
気
で
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
市
立

大
洲
病
院
で
は
医
療
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
の
救
急
搬
送
者
数

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
う
有
病
率

【
病
気
の
患
者
数
を
人
口
で
割
っ
た

値
】
の
上
昇
が
起
因
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
救
急
車
を
利
用
す
る
人

は
、
今
後
も
増
え
て
い
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、

　

私
は
、
７
年
前
に
「
救
急
看
護
認

定
看
護
師
」
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
認
定
看
護
師
と
は
、
特
定
の
看

護
の
分
野
に
お
い
て
、
熟
練
し
た
看

護
技
術
や
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
た
看
護
師
の
こ
と
で
す
。
現
在
、

市
立
大
洲
病
院
に
は
、
４
人
の
認
定

看
護
師
が
勤
務
し
、
水
準
の
高
い
看

護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
看
護
師
の
役
割
の
ひ
と
つ

に
、
医
療
職
員
へ
の
指
導
が
あ
り
ま

す
。
院
内
研
修
で
は
、
患
者
様
の
予

期
せ
ぬ
容
態
急
変
の
対
応
や
、
救
命

技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
職
員
全
員

で
適
切
な
救
急
医
療
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

週
２
回
の
救
急
日
の
日
中
は
、
救

近
年
の
高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
核
家

族
化
に
よ
り
、
病
気
に
関
し
て
相
談

で
き
る
身
近
な
人
が
い
な
い
ケ
ー
ス

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
不
安
な
気
持
ち

が
高
ま
り
軽
症
で
あ
っ
て
も
受
診
す

る
人
や
、
反
対
に
重
症
で
あ
っ
て
も

近
所
に
遠
慮
し
て
救
急
車
の
利
用
を

選
ば
な
い
人
も
い
ま
す
。
救
急
医
療

は
、
重
症
の
患
者
様
を
最
優
先
し
て

治
療
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
の
現
場
で
は
、

治
療
を
行
う
に
当
た
り
、
重
い
決
断

を
即
座
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
万
一
の
た
め
に
、
自
分
や
家

族
の
思
い
・
考
え
を
日
頃
か
ら
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
救
急
医
療

に
頼
ら
な
い
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
看
護
部
で
は
、
認
定
看
護
師

に
よ
る
地
域
サ
ロ
ン
事
業
や
出
張
講

座
な
ど
に
よ
り
、
健
康
情
報
を
み
な

さ
ん
に
提
供
し
て
い
て
、
参
加
者
に

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
救
急

医
療
を
受
け
る
前
に
、
定
期
検
診
や

早
目
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
、
重
症

化
を
防
ぐ
働
き
か
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
大
洲
市

で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
私
た
ち

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

急
対
応
要
請
に
備
え
て
い
ま
す
。
救

急
隊
か
ら
の
連
絡
が
入
れ
ば
直
接
情

報
を
受
け
、
医
師
、
看
護
師
長
な
ど

と
情
報
共
有
を
行
い
、
迅
速
か
つ
万

全
な
受
け
入
れ
準
備
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
深
刻
な
医
師
不
足
に
あ

る
当
院
に
お
い
て
は
、
救
急
担
当
医
師

は
通
常
診
療
や
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
救
急
対
応
時
は
、
そ
れ
ら

を
中
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
私
は
、
救
急
看
護
認
定
看

護
師
と
し
て
、
救
急
隊
か
ら
の
情
報

を
基
に
、
ど
の
診
療
科
の
医
師
の
診
療

を
必
要
と
し
て
い
る
か
を
予
測
し
、
救

急
受
け
入
れ
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
大
洲
病
院
で
は
、
昨

年
度
か
ら
、
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
を
導

入
し
ま
し
た
。
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
と

は
、
同
時
に
複
数
の
患
者
が
来
院
し

た
場
合
、
緊
急
度
と
重
症
度
に
よ
っ

て
治
療
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
こ

と
で
す
。
救
急
患
者
数
が
増
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
患
者
様
が
救
急
外
来
に

お
と
ず
れ
る
中
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
重

要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
大

洲
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
適
切
な
救
急
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
師
を
は
じ
め

と
し
た
医
療
職
員
と
連
携
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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シリーズ

文化財
木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

大洲市指定有形文化財（彫刻）
寿
じゅ

永
えい

寺
じ

所蔵

　慈
じ

覚
かく

大
だい

師
し

の作と伝えられる
この木像は、元々は大洲市中
村の安西堂に安置されていま
したが、現在は寿永寺に移されています。
　本像は、ヒノキとみられる針葉樹の一材から作
られていて、像高96.7㎝で、椀型の肉

にっ

髻
けい

（仏像の
頭頂上の隆起した部分）、伏し目がちの穏やかな
表情、両脚間の衣文がX字形になっている点など
が１2世紀の典型的な仏像の作風を表しています。
　仏像が大量に造られたこの時代、とくにこのく
らいの大きさの像はおびただしい数が造られます
が、本像は、そのなかでもとりわけ洗練された出
来栄えで、市内にある阿弥陀如来立像の中でも最
も品位の高い仏像であると言えます。

（昭和46年 7 月30日指定）

野　鳥
ウミウ（海鵜）
カツオドリ目　ウ科
全長　84㎝
翼開長 133㎝

　北海道から九州の広い範囲で生息するウの仲間で
す。岩礁のある海岸部に生息するため、ほとんど河
川に入ることはなく、普段見かけるカワウとは住み分
けしています。そして、全国に知られる「水郷大洲の
うかい」や、他県で行なわれている鵜

う

飼
か

いのウは、す
べて「ウミウ」です。日本では１,300年も前から鵜飼い
は始まっていたようですが、古来より中国でも行なわ
れていたようで、身近にいたカワウが使われています。
　鵜飼いは、魚を丸呑みして、傷つけずに捕獲する
ウの性質を、上手に利用した狩猟だと思います。昔は、
余るほどは猟もせず、資源を大切にして共存していま
したが、現代ではより効率の良い網や仕掛けで、大
量に捕るのが当たり前になりつつあります。獲る側も、
獲られる側の生態を考えて、未来のことを思えば、も
っと資源を豊かにできるような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

鹿
野
川
ダ
ム
夏
休
み
見
学
会

～
ダ
ム
を
知
ろ
う　

ダ
ム
を
作
ろ
う
～

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
夏
休
み
に
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
ダ
ム
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
見
学
会
で
は
、
普
段
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
ダ
ム
の
中
や
、
操
作
室
、

機
械
室
を
見
て
回
る
こ
と
で
、
ダ
ム
を

内
側
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
の
ダ
ム
工

作
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
年
の
夏
休
み
は
鹿
野
川
ダ

ム
見
学
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
７
月
28
日
㈰

【
場　

所
】
鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

（
大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
２
８
０
）

【
集
合
時
間
】

▽
午
前
の
部　

午
前
８
時
45
分

▽
午
後
の
部　

午
後
０
時
45
分

※
所
要
時
間
３
時
間
程
度

【
対
象
・
定
員
】

　

午
前
の
部
、
午
後
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ

小
学
生
20
人
と
そ
の
保
護
者
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
間
】

７
月
８
日
㈪
〜
17
日
㈬

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
申
し
込
み
方
法
】

　

参
加
申
込
担
当
者
ま
で
電
話
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

階
段
の
多
い
場
所
や
足
元
の
悪
い
場

国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより

所
を
歩
き
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

台
風
な
ど
で
鹿
野
川
ダ
ム
が
洪
水
対

応
を
行
う
場
合
、
中
止
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
定
員
に
達
し
た

時
点
で
予
約
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

広
報
活
動
を
目
的
と
し
て
、
見
学
中

の
様
子
を
撮
影
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
利
用
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所

☎
34
３
０
０
０

担
当
者　

西
山
・
岡
川

（
内
線
３
１
５
・
３
１
２
）

ダム内部見学の様子

参加者限定！！

ダムカード

を進呈します。
参加者限定！！

14広報おおず 2019年7月号



プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
お
知
ら
せ

　

大
洲
市
で
は
、
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
低

所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
で
の
消
費
を

喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
行
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

商
品
券
購
入
の
際
に
は
受
取
人
の
本

人
確
認
が
必
要
で
す
。
購
入
場
所
、
購

入
期
間
は
現
在
調
整
中
で
す
。
購
入
対

象
者
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

商
品
券
取
扱
店
舗
の
募
集　
　
　

  　

　

店
舗
で
商
品
券
に
よ
り
物
品
の
販
売

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
取
引
を
す

る
た
め
に
は
、
事
前
に
「
商
品
券
取
扱

店
舗
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
商
工
産

業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

７
月
31
日
㈬
ま
で
（
予
定
）

※ 

こ
の
期
間
以
降
も
受
け
付
け
は
行
い

ま
す
が
、
商
品
券
購
入
者
向
け
の
チ

ラ
シ
な
ど
に
「
商
品
券
が
使
え
る
お

店
」
と
し
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

▽ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
関
す

る
こ
と

　

子
育
て
支
援
課　
　

☎
㉔
５
７
１
８

▽
市
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
１

▽
取
扱
店
舗
募
集
に
関
す
る
こ
と

　

商
工
産
業
課　
　
　

☎
㉔
１
７
２
２

Information pick up

市民税非課税者 子育て世帯

購入対象者

次のすべてに該当する人
▽ 平成3１年 １ 月 １ 日時点で大洲市住民

基本台帳に記録されている人
▽ 平成3１年度分の市民税の均等割が課

税されていない人
※ 課税者の扶養親族などは除きます。
▽ 生活保護被保護者などではない人

平成28年 4 月 2 日から令和元年 9 月30
日までに生まれた子がいる世帯主

購入限度額 券額面25,000円（販売額20,000円） 券額面25,000円（販売額20,000円）
×学齢が 3 歳未満の子の数

購入のための
申 請 手 続 き

申請が必要です。 7 月下旬に申請書な
どを住民票所在地に郵送します。
１0月3１日㈭までに申請してください。

（当日消印有効）

申請は不要です。学齢が 3 歳未満の子
の世帯主に購入引換券を送付します。

使用可能期間 令和元年１0月 １ 日㈫から令和 2 年 2 月29日㈯まで（予定）

　愛媛県南予地方局大洲土木事務所では、河川
内に土砂が異常堆積し、治水上支障のある箇所
について、堆積土砂を撤去し流下能力を回復さ
せる河床掘削工事を実施しています。
　大洲市内で現在予定している河床掘削工事箇
所は次のとおりです。

【問い合わせ先】
愛媛県南予地方局大洲土木事務所　☎24－5１2１

　大洲病院では、地域共生社会づくりを目指し、
地域における「福祉まちづくり」のネットワー
ク拠点の確立、地域住民との関係を深める地域
貢献活動、健康づくりによる地域力の向上を目
的として、次のとおり地域健康フォーラムを開
催します。
　「健康チェック」、「災害時の健康維持」などの
他にも楽しいイベントを同時に開催しますので、
ぜひこの機会にご参加ください。

【日　時】 7 月 6 日㈯　午前 9 時～午後 3 時
【場　所】OZメッセ（東大洲１596）
【内　容】
「健康チェックコーナー」、「運動コーナー」、「防災・
減災コーナー」、「子どもの白衣・消防衣試着体験
＆キーホルダーコーナー」など

【費　用】無料

【問い合わせ先】
市立大洲病院事務課　☎24－2１5１

健康フォーラム in O
オズ

Zメッセ
～知ろう 守ろう 自分の健康 備えよう災害に～

令和元年度
河床掘削工事の実施予定について

河川名 箇　所　名
肱 川 菅田町宇津・森山・肱川町宇和川
清 永 川 八多喜町
矢 落 川 喜多山
嵩 富 川 柚木
上須戒川 上須戒
田野々川 新谷
野 田 川 徳森
古 川 東大洲・若宮
久 米 川 平野町平地
八 河 川 森山
出 海 川 長浜町出海

※現在実施中の工事も含みます。
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第
28
回
大
洲
市
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
参
加
者
募
集

　

こ
の
大
会
は
、
郷
土
の
母
な
る
川

「
肱
川
」
の
自
然
に
親
し
む
こ
と
に
よ

り
、
川
を
大
切
に
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
カ
ヌ
ー
の
普
及
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
影
響

に
よ
り
、
ス
タ
ー
ト
地
点
を
旧
板
野
橋

跡
と
す
る
た
め
、
５
区
間
か
ら
４
区
間

に
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

８
月
18
日
㈰　

午
前
９
時
〜

【
コ
ー
ス
】
※
予
定

旧
板
野
橋
跡
〜
大
洲
城
下

11
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
４
区
間
）

【
参
加
資
格
】

中
学
生
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

【
チ
ー
ム
編
成
】

監
督
１
人（
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
も
可
）

選
手
４
人
、
補
欠
２
人
ま
で

【
ク
ラ
ス
】

▽
Ａ
ク
ラ
ス　

　

 

カ
ヌ
ー
協
会
ま
た
は
カ
ヌ
ー
部
に
所

属
す
る
人
が
１
人
以
上
い
る
チ
ー
ム

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

　
 

Ａ
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
中
学
生
以

上
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

▽
Ｃ
ク
ラ
ス

　

中
学
生
だ
け
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス

　

女
性
だ
け
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

【
参
加
料
】

１
チ
ー
ム　

３
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
は
、
１
６
０
０
円

（
市
内
中
学
生
チ
ー
ム
は
無
料
）

【
申
し
込
み
期
限
】
７
月
22
日
㈪

※ 

詳
細
や
申
込
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
㉔
１
７
３
４

℻
㉓
５
７
６
０

　一級河川肱川および肱川緑地公園で開催してい
ました「大洲ジュニアトライアスロン大会」につい
て、今年度以降の大会を中止することになりました。
　平成 7 年の第 １ 回大会から24年間にわたり、多
くのみなさんにご協力いただき開催してきました
が、さまざまな要因により、継続して開催するこ
とが困難と判断しました。
　市内をはじめ、県内外からも多くの参加があり、
大会を熱く盛り上げていただきました。選手の
みなさん、運営に携わり支えてくださったボラン
ティアのみなさん、誠にありがとうございました。

【問い合わせ先】
文化スポーツ課　☎24－１734　℻23－5760

　（公社）日本オーケストラ連盟および加盟の
オーケストラは、自然災害の被災者を対象とし
た 「音楽による心の復興」事業を展開していて、
大洲市でのコンサートの開催が決定しました。
　コンサートでは、大阪交響楽団より、チェロ
の首席奏者である大谷雄

ゆう

一
いち

さんと、コントラバ
スの首席奏者である大槻健

けん

太
た

郎
ろう

さんの 2 人に演
奏していただきます。
　入場無料です。ぜひ、素晴
らしい音色に耳を傾けて、心の
リフレッシュをしてみませんか。

【日　時】　 8 月 １ 日㈭　
　　　　　午後 6 時～
※開場：午後 5 時30分
※ 約 １ 時間程度のコンサート

になります。
【場　所】平公民館大ホール
（駐車場：徳森グラウンド駐車場）

【問い合わせ先】文化スポーツ課　☎57－9993

大阪交響楽団主催
音楽による心の復興事業

大洲ジュニアトライアスロン
大会の終了について
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大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
採
用
予
定
人
員
】

▽
消
防
職
（
一
般
） 

５
人
程
度

▽
消
防
職
（
救
急
救
命
士
）
２
人
程
度

【
受
験
資
格
】

▽
消
防
職
（
一
般
）

　

 

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は

高
等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は
令
和
２

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
消
防
職
（
救
急
救
命
士
）

　

 

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有

す
る
人
、
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
末

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

▽
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

▽ 

採
用
後
、
大
洲
市
、
内
子
町
の
い
ず

れ
か
に
居
住
可
能
な
人

▽
次
の
身
体
要
件
を
備
え
て
い
る
人

・
視
力

　

 

両
眼
と
も
視
力
が
０
・
７
以
上
（
矯

正
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と

・
聴
力

　

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と　

な
ど

▽ 

普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
（
Ａ
Ｔ
車

限
定
を
除
く
）
ま
た
は
令
和
２
年
３

月
末
ま
で
に
取
得
で
き
る
人

※ 

た
だ
し
、
生
年
月
日
な
ど
の
関
係
で

取
得
で
き
な
い
人
は
、
令
和
２
年
度

中
に
取
得
で
き
る
人

【
試
験
日
時
・
場
所
】

▽
第
一
次
試
験

　

９
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル　

ほ
か

▽
第
二
次
試
験

　

11
月
上
旬
予
定

※ 

第
二
次
試
験
の
詳
細
は
、
第
一
次
試

験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

７
月
１
日
㈪
〜
８
月
２
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
２
日
㈮
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。
受
験
申
込
書
は
、
消
防
本

部
ま
た
は
各
支
署
で
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
地
区
回
覧
の
「
令
和
元

年
度
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消

防
職
員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課　

☎
㉔
２
６
６
６

http://ozu119.jp/index.htm
l

市立大洲病院職員を募集します
【共通受験資格】
▽日本国籍を有する人
▽地方公務員法第１6条（成年被後見人など）に該当しない人

【受付期間】 7 月 １ 日㈪～3１日㈬
【採用予定日】令和 2 年 4 月 １ 日㈬

※詳しくは市立大洲病院ホームページをご覧ください。
【問い合わせ先】市立大洲病院　☎24－2１5１　

採用予定職種 人　数 受　験　資　格

薬 剤 師 若干名 薬剤師の免許を有する人または令和 2 年に実施される国家試験に合格し免許取得見
込みの人

理 学 療 法 士 若干名 平成元年 4 月 2 日以降に生まれた人で、理学療法士の免許を有する人または令和 2
年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

言 語 聴 覚 士 若干名 昭和49年 4 月 2 日以降に生まれた人で、言語聴覚士の免許を有する人または令和 2
年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

診療放射線技師 若干名 昭和54年 4 月 2 日以降に生まれた人で、診療放射線技師の免許を有する人

看 護 師 若干名 昭和59年 4 月 2 日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人または令和 2 年に
実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人
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各
種
手
当
に
つ
い
て

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】 

▽
受
給
資
格
者

　

一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
扶
養
す
る
父
母
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人

▽
支
給
要
件

　

・ 

障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

　

・ 

障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が
施
設

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

（
障
が
い
程
度
に
よ
り
異
な
る
）

　

・
１
級　

５
万
２
２
０
０
円

　

・
２
級　

３
万
４
７
７
０
円

▽
手
当
の
支
給 

　

毎
年
４
、
８
、
11
月
の
３
期

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

重
度
障
が
い
者
（
20
歳
以
上
）
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
人

▽
支
給
要
件

　

 

重
度
障
が
い
者
（
20
歳
以
上
）
が
施

設
入
所
ま
た
は
入
院（
３
カ
月
超
え
）

し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

　

２
万
７
２
０
０
円

▽
手
当
の
支
給

　

毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月
の
４
期　

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人

▽
支
給
要
件

　

・ 

重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

　

・ 

重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が

施
設
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

　

１
万
４
７
９
０
円

▽
手
当
の
支
給

　

毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月
の
４
期

【
各
種
手
当
の
共
通
事
項
】

▽
支
給
制
限

　

 

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る
場

合
は
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

▽
現
況
届
の
提
出

　

 

受
給
者
は
、
毎
年
定
め
ら
れ
た
期
限

内
に
所
得
状
況
な
ど
の
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
５
８

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
39
２
１
１
１

旧優生保護法による優生手術などを受けたみなさんへ
　平成3１年 4 月24日に、「旧優生保護法に基づく優
生手術を受けた者に対する一時金の支給等に関する
法律」が施行され、優生手術などを受けた人に国か
ら一時金が支給されることとなりました。
　詳しくは以下のとおりとなりますのでご確認くだ
さい。

【一時金の対象となる人】
　①または②に該当する人で、現在、生存している
人が対象です。
① 　昭和23年 9 月１１日から平成 8 年 9 月25日までの

間に、旧優生保護法に基づき優生手術を受けた人
（母体保護のみを理由として手術した人は除く）

② 　①のほか、同じ期間に生殖を不能にする手術ま
たは放射線の照射を受けた人（母体保護や疾病の
治療を目的とするなど、優生思想に基づくもので
ないことが明らかな手術などを受けた人は除く）

【請求期限】
平成3１年 4 月24日から 5 年以内

【一時金の支給金額】
320万円（一律）

【一時金の請求手続き】
　愛媛県健康増進課または八幡浜保健所の窓口に請
求書を提出してください。（郵送による提出も可）
　請求書の様式などについては、市公式ホームペー
ジをご確認ください。

【申請受け付け・問い合わせ先】
▽愛媛県保健福祉部健康増進課
　〒790－8570　松山市一番町4丁目4－2
　☎089（9１2）2405
▽八幡浜保健所
　〒796－0048　八幡浜市北浜１－3－37
　☎0894（22）4１１１　※来所の場合、予約が必要です。
▽厚生労働省旧優生保護法一時金に関する相談窓口
　☎03（3595）2575　※問い合わせのみ
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

 

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す　
　
　

  

　

現
在
の
保
険
証
（
薄
桃
色
）
は
、
７

月
末
に
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈭
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
（
青
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

▽
75
歳
以
上
の
人

▽ 

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
（
本
人
の
申
請
に
基
づ

き
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
た
人
）

【
一
部
負
担
割
合
】

１
割
ま
た
は
３
割

※
平
成
30
年
中
の
所
得
で
決
定

【
交
付
時
期
】

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

８
月
以
降
新
た
に
75
歳
と
な
る
人
の
保

険
証
は
、誕
生
日
の
前
月
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、住
所
・

氏
名
や
一
部
負
担
割
合
な
ど
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
お
よ
び
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
有
効
期
限
も
、７
月
31
日
で
す
。

現
在
保
有
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す　

  

　

今
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
一
人
ひ
と
り
に
等
し
く

か
か
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応

一人あたりの 　  均等割額　   所得割額　　　　　　＝　　　　  ＋保険料（年額）　 46,374円　 （総所得金額など－33万円【基礎控除額】×所得割率8.78％）

じ
た
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
（
10
円

未
満
切
り
捨
て
）
で
、
限
度
額
は
62
万

円
で
す
。

　

世
帯
（
世
帯
主
と
被
保
険
者
）
の
所

得
に
応
じ
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
に
お
け
る
９
割
軽
減
の

区
分
は
、
今
年
度
８
割
軽
減
に
な
り

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
前
日
に
会
社
の
健

康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
（
国

民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
組
合
は
除
く
）
は
所

得
割
の
負
担
は
な
く
、
加
入

か
ら
２
年
を
経
過
す
る
月
ま

で
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、世
帯（
世

帯
主
と
被
保
険
者
）
の
所
得

が
低
い
人
は
、
所
得
に
応
じ

た
均
等
割
額
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
は
、
加
入
期

間
に
か
か
わ
ら
ず
、
均
等

割
額
の
５
割
軽
減
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
加
入
後
２
年

間
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」

の
２
通
り
あ
り
ま
す
。
前
年
度
と
納
付

方
法
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
の
で
通
知
書
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

 

社
会
全
体
で
制
度
を
支
え
て
い
ま
す       

　

医
療
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
医
療

機
関
な
ど
で
支
払
う
窓
口
負
担
を
除
い

た
費
用
を
公
費
（
国
・
県
・
市
町
の
負

担
金
）
で
約
５
割
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
（
現
役
世
代
の
保
険
料
）
で
約
４
割
、

残
り
の
１
割
を
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

が
保
険
料
と
し
て
負
担
し
、
社
会
全
体

で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
お
送

り
す
る
「
制
度
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
保
険

料
減
免
に
つ
い
て

　

被
災
さ
れ
た
人
で
減
免
申
請
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

要　　件
限度額適用・
標準負担額
減額認定証

▽保険料の滞納がない
▽今年度の住民税が非課税の世帯
▽世帯内に所得の未申告者がいない

限度額適用
認定証

▽保険料の滞納がない
▽ 今年度の住民税課税所得が１45万

円以上690万円未満
▽ 世帯主と世帯内の被保険者に所得

の未申告者がいない

※ 世帯内に１9歳未満の人がいる場合、判定に使用する所
得は、住民税課税所得と異なる場合があります。
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介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

 
保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す　

     
　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
公
費
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
40
〜
64
歳
の
人

　

各
種
健
康
保
険
か
ら
保
険
料
を
納
付

▽
65
歳
以
上
の
人

　

直
接
市
町
村
に
保
険
料
を
納
付

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

毎
年
７
月
に
本
人
の
収
入
や
住
民
税
の

課
税
状
況
、
同
一
世
帯
内
の
家
族
の
課

税
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
７
月

中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

介
護
保
険
料
の
納
め
方　
　
　
　
　

    

【
特
別
徴
収
】

　

原
則
と
し
て
、
年
金
額
が
年
額
18
万

円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

　

年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
で
も
、

年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
、

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
、

所
得
段
階
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
に

は
、
一
定
期
間
「
普
通
徴
収
」
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
な

ど
は
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
て

所得段階 対　象　者 保険料率 保険料年額

第 １ 段階

▽生活保護受給者
▽老齢福祉年金受給者であって世帯全員が住民税非課税の人
▽ 世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と課税年金収入の

合計が80万円以下の人

基準額
×0.375 26,１00円

第 2 段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と課税年金収入の合
計が80万円を超え１20万円以下の人

基準額
×0.625 43,500円

第 3 段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と課税年金収入の合
計が１20万円を超える人

基準額
×0.725 50,500円

第 4 段階 住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であって合計所得金額と課税
年金収入の合計が80万円以下の人

基準額
×0.90 62,700円

第 5 段階 住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であって合計所得金額と課税
年金収入の合計が80万円を超える人 基準額 69,600円

第 6 段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が１20万円未満の人 基準額
×１.20 83,600円

第 7 段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が１20万円以上200万円未満の人 基準額
×１.30 90,500円

第 8 段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 基準額
×１.50 １04,400円

第 9 段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が300万円以上の人 基準額
×１.70 １１8,400円

65歳以上の人の平成31年度（令和元年度）介護保険料

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
扱
金
融
機
関
で

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　
　

     

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給
付
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
保
険

料
減
免
が
延
長
さ
れ
ま
す　
　
　

　

今
年
度
の
保
険
料
年
額
の
う
ち
４
〜

６
月
相
当
分
に
つ
い
て
、
被
災
の
程
度

に
よ
り
減
免
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
保
険
料
の
減
免
決
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
改
め
て
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
の
保
険

料
が
決
定
す
る
７
月
以
降
に
減
免
決
定

し
、
保
険
料
額
を
調
整
し
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
人
で
減
免
申
請
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
７
月
５
日
㈮
ま
で
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
４

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
39
２
１
１
１

※ 第 １ 段階から第 3 段階の人は、令和元年１0月の消費税率引き上げに伴う負担を抑えるために公費が投入され、介護保
険料が軽減されています。
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介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す   

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
全
員
に
、
自
身
の
負
担
割
合
を
記

載
し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を

７
月
中
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
有
効

期
間
は
、
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で
で
、
毎
年
発
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
以
降
に
新
た
に
認
定
を

受
け
た
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
順
次
発

送
し
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
食
費
・
部

屋
代
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て　
　

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
医
療
院
な
ど
や
短
期
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用
す
る

低
所
得
世
帯
の
人
を
対
象
に
、
食
費
・

部
屋
代
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
事
前
に
申

請
し
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
軽
減
を
受
け
る
場
合
は
、
７
月
中

に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
４

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
１

国民年金保険料免除・納付猶予制度について
　保険料を納めることが経済的に難しい場合、申請
により承認されると、保険料の全額免除、 4 分の 3
免除、半額免除、 4 分の １ 免除、または、納付猶予
を受けることができます。
　保険料の免除が承認された期間は、老後に年金を
受け取るための資格期間に含まれるだけでなく、万
一のときに、障がい年金や遺族年金を受け取るため
に必要な期間にも含まれます。
　ただし、免除の承認を受けた期間については、保
険料を全額納付したときに比べて、将来受け取る年
金額が少なくなります。
　なお、一部免除の承認を受けた人で、納めるべき一
部の保険料を期限内に納めなかった場合、一部免除
が無効となり、未納期間となるのでご注意ください。

【審査基準】
▽免除の場合
　 申請者、配偶者、世帯主それぞれの前年（ １ 月か

ら 6 月までは前々年）所得が基準以下であること

▽猶予の場合
　 50歳未満の人で、申請者、配偶者のそれぞれの前

年（ １ 月から 6 月までは前々年）所得が基準以下
であること

【申請できる期間】
▽過去の期間
　受け付けをした月の 2 年 １ カ月前まで
▽将来の期間
　 翌年の 6 月（申請月が １ 月から 6 月まではその年

の 6 月）分まで
※ 令和元年 7 月から令和 2 年 6 月分は、 7 月 １ 日㈪

から受付開始です。
【必要なもの】年金手帳・認め印
※ 失業したことにより免除申請する場合は、雇用保険

受給資格者証や離職票が必要な場合があります。

【申請・問い合わせ先】
保険年金課　☎24－１7１3　長浜支所　☎52－１１１3
肱川支所　　☎34－23１１　河辺支所　☎39－2１１１

対　　　象　　　者
負担限度額（上限）

部屋代 食　費

第 １ 段階 ▽老齢福祉年金受給者であって世帯全員が市民税非課税の人
▽生活保護などを受給している人

か
つ
、預
貯
金
な
ど
が
単
身
で
１

千
万
円（
夫
婦
で
２
千
万
円
）以
下

0 円～
820円 300円

第 2 段階 世帯全員が市民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額と
非課税年金収入額の合計が年間80万円以下の人

370円～
820円 390円

第 3 段階 世帯全員が市民税非課税で、上記 2 段階以外の人 370円～
１,3１0円 650円

第 4 段階 上記以外の人 負担限度額なし
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お

 

し
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み

な
さ
ん
が
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、

７
月
末
に
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
以
降
、

簡
易
書
留
郵
便
で
各
世
帯
に
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険

証
は
、
細
か
く
裁
断
し
、
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

に
つ
い
て

　

大
洲
市
で
は
、
阿
蔵
高
山
残
土
処
理

場
に
て
、
建
設
工
事
や
堤
防
工
事
で
発
生

し
た
土
や
砂
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
種
工
事
の
進
行
に
伴
い
、

１
日
に
最
大
約
１
５
０
台
の
大
型
ダ
ン

プ
が
市
内
を
行
き
来
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
運
行

ル
ー
ト
近
隣
の
み
な
さ
ん
に
は
、
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

治
水
課　

☎
㉔
１
７
１
８

　

日
本
列
島
に
は
毎
年
７
月
か
ら
10
月

を
中
心
に
台
風
が
上
陸
し
、
土
砂
災
害

や
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
水
害
は
地
震
と
違
い
、
事
前

に
あ
る
程
度
情
報
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
は
、

台
風
に
備
え
て
次
の
よ
う
な
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

緊
急
避
難
場
所
の
位
置
や
、
そ
こ
ま

で
の
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
。

▽ 

窓
や
網
戸
は
確
実
に
鍵
を
か
け
、
必

要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

▽ 

風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定

し
、
収
納
で
き
る
も
の
は
家
の
中
に

収
納
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

台
風
・
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、

広
い
範
囲
が
停
電
し
た
場
合
、
四
国
電

力
へ
の
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

停
電
情
報
に
つ
い
て
は
、「
停
電
情

建
設
残
土
運
搬
車
両
の
通
行

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

十夜ヶ橋 
交差点

大洲 
警察署 

総合福祉 
センター 

喜多 
小学校 

総合 
体育館 阿蔵高山 

残土処理場 

大洲 IC 

台
風
に
対
す
る
備
え

広
域
停
電
時
の
停
電
区
域
な

ど
の
確
認
方
法
に
つ
い
て

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」
の
お

知
ら
せ

報
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
四
国
電
力

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
停
電
情
報
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
（
４
５
９
）
２
７
２

※ 

音
声
案
内
に
沿
っ
て
番
号
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。
音
声
に
よ
り
、
停
電
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
四
国
電
力
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
停
電
状
況
を
確

認
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
四

電
停
電
」
ま
た
は
「
よ
ん
で
ん
停
電
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携

帯
電
話
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
国
電
力
株
式
会
社

送
配
電
カ
ン
パ
ニ
ー
大
洲
事
業
所

☎
㉔
２
１
３
６

https://w
w
w
.yonden.co.jp/

【
対
象
者
】

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り

本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

【
費　

用
】
無
料

【
実
施
日
時
】
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
は
除
く

【
申
し
込
み
方
法
】
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募
　集

夏
休
み
特
別
企
画

「
裁
判
員
裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」開
催

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

課
程
後
期
入
学
生
徒
募
集

平
成
3₀
年
７
月
豪
雨
災
害
に

係
る
追
悼
献
花
に
つ
い
て

若
者
の
就
職
を
応
援
し
ま

す 電
話
相
談
（
随
時
）、
来
所
相
談
（
電

話
予
約
）

※ 
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
保
健
所
精
神
保
健
係

（
八
幡
浜
市
北
浜
１
丁
目
３
番
37
号
）

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　

え
ひ
め
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
働
く
こ
と
に
自
信
が
な
い
、

対
人
関
係
が
苦
手
と
い
う
よ
う
な
理
由

で
、
無
業
の
状
態
に
あ
る
若
者
に
対
し

て
、
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
、
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
日　

時
】
毎
月
第
４
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場　

所
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲　

２
階
会
議
室

（
大
洲
市
中
村
２
１
０
番
地
６
）

【
対　

象
】

学
生
を
除
く
15
〜
39
歳
の
無
業
の
人

※ 

完
全
予
約
制
で
す
。
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
９
（
９
４
８
）
２
８
３
２

　

松
山
地
方
裁
判
所
で
は
、
県
内
の
小

学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、「
裁
判
員

裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】
８
月
２
日
㈮

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
４
時
35
分

【
場　

所
】
松
山
地
方
裁
判
所

【
対
象
者
】

県
内
の
小
学
５
・
６
年
生
30
人

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
参

加
費
は
無
料
で
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

往
復
は
が
き
往
信
用
裏
面
に
、住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
・
同
伴
す
る
保
護
者
の
有

無
（
有
の
場
合
、
保
護
者
の
氏
名
お
よ

び
参
加
希
望
者
と
の
続
柄
）を
記
入
し
、

返
信
用
表
面
に
、参
加
希
望
者
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は
、
３
人

ま
で
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

〒
７
９
０
・
８
５
３
９

松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３
・
８

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課

「
裁
判
員
裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」
係

【
受
付
期
間
】

７
月
１
日
㈪
か
ら
11
日
㈭
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
９
（
９
０
３
）
４
３
７
９

　

松
山
東
高
等
学
校
は
、
通
信
制
課
程

の
あ
る
県
内
唯
一
の
公
立
高
等
学
校
で

す
。
令
和
元
年
度
後
期
（
10
月
）
の
入

学
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
入
学
資
格
】

▽ 
平
成
31
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
を
修
了
し
た
人

▽ 

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人

▽ 

高
校
に
在
学
中
ま
た
は
中
途
退
学
し

た
人

【
出
願
期
間
】

９
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪
必
着

　

豪
雨
災
害
か
ら
１
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
追

悼
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

追
悼
式
閉
式
後
に
は
、
次
の
と
お

り
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
献
花
を

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
献
花
用
の

花
は
会
場
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご

供
物
、
ご
供
花
な
ど
の
持
参
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

【
市
民
に
よ
る
献
花
】

▽
日
時　

７
月
７
日
㈰

　

 

追
悼
式
閉
式
後（
午
前
11
時
ご
ろ
）

か
ら
午
後
３
時
ま
で

▽
場
所

　

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
行
政
係　

☎
㉔
１
７
２
４

【
留
意
事
項
】

　

本
人
以
外
に
は
、
願
書
を
お
渡
し
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
（
９
４
５
）
０
１
３
１

http://m
atsuyam

ahigashi-h-c.
esnet.ed.jp/
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私
が
こ
の
道
に
入
っ
た
き
っ
か
け

は
、
同
じ
く
理
容
師
と
し
て
働
く
両
親

に
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
楽
し
く
会

話
し
な
が
ら
働
く
姿
を
幼
い
頃
か
ら
見

て
い
て
、
私
も
両
親
の
よ
う
な
理
容
師

に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
、
専
門
学
校
で
理
容

に
つ
い
て
学
び
、
東
京
で
５
年
、
松
山

で
２
年
の
勤
務
を
経
て
、
大
洲
へ
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
私
と
妻
、
両

親
の
４
人
で
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
働
く
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
、
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
仕
事
は
、
接

客
業
の
中
で
も
お
客
さ
ん
の
髪
や
顔
に

直
接
触
れ
る
特
別
な
仕
事
で
も
あ
り
ま

す
。
お
客
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
は
、
大
切
な
技
術
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

h
ヘア

air&m
メイク

ake　N
ニュー

EW T
トーキョー

OKYO
（中村6１3番地　☎24－24１9）

仲岡　浩
こう

司
じ

　さん

　「常に懇切丁寧を意識してい
る」と話す45歳。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
」

　

も
ち
ろ
ん
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
理
容
の
技
術
も
磨

い
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
続
く
手
法
を

大
切
に
し
、
新
し
い
技
術
も
取
り
入
れ

て
き
ま
し
た
。
技
術
の
習
得
は
、
こ
の

業
界
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
今
年
で
開

業
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

ま
た
50
年
、
こ
の
店
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
店

を
目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こんにちは、長浜高校家庭クラブ会長の横山かりん
です。私たち長浜高校家庭クラブは、JRの駅清掃や
ボランティアとしての地域行事への参加、エコキャッ
プ運動や募金活動など、さまざまな活動を行っていま
す。中でも、月 １ 回行われる長高水族館では「ふれあ
い広場」を開催していて、来館した多くの子どもたち
と交流をしています。
　「ふれあい広場」は、家庭クラブ役員や各クラス委員、
自主的に参加を希望する生徒を合わせ、毎回１0人程度

で運営しています。
アイロンビーズや魚
釣り、塗り絵のコー
ナーなどを設け、ふ
れあいながら楽しめ
る空間になるよう努
めています。「また ―次回は帝京第五高等学校からです。

来たよ」と言って子どもたちが駆け寄ってきてくれ
る姿や、「ありがとう、また来るね」と帰っていく
様子を見て、うれしい気持ちになるとともに、自信
にもつながっています。今後も、地域のみなさんと
のふれあいを大切にしながら感謝の気持ちを持っ
て、さらに充実した活動を行っていきます。
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　図
と

書
しょ

館
かん

クイズにチャレンジしてみませんか。大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図書館 2 階
かい

の児
じ

童
どう

コーナーでは、夏
なつ

休
やす

み期
き

間
かん

中
ちゅう

に小
しょう

学
がっ

校
こう

１ ～ 6 年
ねん

生
せい

を対
たい

象
しょう

とした図書館クイズを用
よう

意
い

しています。図書館にある本
ほん

や資
し

料
りょう

を使
つか

って、ク
イズの答

こた

えを探
さが

しましょう。 2 週
しゅう

間
かん

ごとに問
もん

題
だい

が変
か

わりますので、全
ぜん

問
もん

正
せい

解
かい

を目
め

指
ざ

してチャレンジして
みてください。（本文紹介TRCマークより）

※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　近未来のアメリカ。すべての女
性は １ 日１00語以上喋ることを禁じ
られた。その中で怒りを抱えなが
ら夫と子供たちと暮らす認知言語
学者ジーンの前に、ある日、大統
領の側近たちが現れ…。ディスト
ピアSF。

声の物語
クリスティーナ・ダルチャー著、市田　泉訳　出版：早川書房

（本文紹介TRCマークより）

　ある夜
よる

、まくらから、くまが現
あらわ

れた
―。「まくらたったらくま」「まくらき
らきらくま」などの回

かい

文
ぶん

で綴
つづ

る、女
おんな

の
子
こ

とくまの夢
ゆめ

のようなお話
はなし

。愛
あい

の回
かい

文
ぶん

家
か

と抒
じょ

情
じょう

的
てき

な水
すい

彩
さい

画
が

イラストレー
ターによる新

しん

感
かん

覚
かく

絵
え

本
ほん

。

まくらからくま（絵
え

本
ほん

）
コジヤジコ作

さく

、伊
い

藤
とう

　彰
あき

剛
たか

絵
え

　出
しゅっ

版
ぱん

：岩
いわ

崎
さき

書
しょ

店
てん

オススメ新着図書オススメ新着図書

（一般）　「夏！夏！夏！」

（児
じ

童
どう

）　「人
ひと

となかよし　イヌとネコ」

７ 月 展 示

図
と

書
しょ

館
かん

クイズにレッツチャレンジ

図書館
大洲市立図書館　　☎ 5₉ー4111

長浜分館 　☎ 52ー1121

肱川分館 　☎ 34ー231₉

河辺分館　 　☎ 3₉ー2111

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 ₆

7 ₈ ₉ 10 11 12 13

14 15 1₆ 17 1₈ 1₉ 20

21 22 23 24 25 2₆ 27

2₈ 2₉ 30 31

■＝ 7 月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 １ 時まで

※ 3１日㈬は館内図書整理日のため休
館します。

　大洲市立図書館では、恒
こう

例
れい

の夏
なつ

のおはなし会を
開
かい

催
さい

します。
　今

こ

年
とし

は、おばけや妖
よう

怪
かい

が出
で

てくる、ほんのすこー
しだけこわいお話

はなし

をご用
よう

意
い

しています。ぜひお気
き

軽
がる

に足
あし

を運
はこ

んでください。申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。
  8 月

がつ

には、小
しょう

学
がっ

校
こう

上
じょう

学
がく

年
ねん

～大
おと

人
な

の人
ひと

を対
たい

象
しょう

とし
た、ゾクゾクするような怖

こわ

いおはなし会の開催を
予
よ

定
てい

しています。

日
にち

　時
じ

対
たい

　象
しょう

場
ば

　所
しょ

7 月
がつ

27日
にち

㈯

午
ご

後
ご

2 時
じ

～ 2 時
じ

40分
ふん

幼
よう

児
じ

～

小
しょう

学
がっ

校
こう

下
か

学
がく

年
ねん

大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

１階
かい

コミュニティホール

「こわ～い？おはなし会
かい

」のご案
あん

内
ない

大変お待たせしました。
大洲市立図書館（東若宮）は

6 月１5日㈯に全面開館しました。
ちょっぴりぴかぴかになった図書館に、

ぜひ遊びに来てね。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

7 日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

14日㈰ ご う お 小 児 科 医 院 （ 西 大 洲 ） ☎0893（24）3936

15日（月・祝） みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894（20）8800

21日㈰ 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（24）3757

28日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

7 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

2 日㈫
午後 0 時45分～

１ 時30分
大洲市
保健センター

4 カ月児健診　  　（平成3１年 2 月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

3 日㈬ １0カ月児育児相談（平成30年 9 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

9 日㈫ １ 歳 6 カ月児健診（平成29年１2月生）
23日㈫ 3 歳児健診　※　 （平成28年 6 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

１ 日㈪ 午後 １ 時～
１ 時20分

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が 8 月～１１月の人
【内　容】
▽お産の経過を知ろう
▽産後の手続き・制度
▽妊婦体操

▽母子健康手帳
▽ 筆記用具
▽ テキスト（初回参加

時配布されたもの）

26日㈮

①午後 6 時40分～
②午後 7 時05分～
③午後 7 時30分～
各回 １ 時間程度

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が 8 月～１１月の人
【内　容】
▽赤ちゃんのお風呂
▽パパの妊婦体験
※希望する人は 7 月25日㈭までに申し込みください。

▽母子健康手帳
▽エプロン
▽タオル
▽カメラ（携帯）

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）※事前に申し込みください

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診　※事前にお申し込みください。

実施日 乳がん受付時間 場　所 対　　象　　者
2 日㈫

午前 8 時30分～１１時
午後 １ 時～ １ 時30分

平公民館 子宮頸がんの受付時間は、午後 １ 時～ 1 時30分

【対象者／料金】
▽子宮頸がん検診　20歳以上の女性／ １,000円
▽乳がん検診　　　40歳以上の女性／ １,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証を持参してください。

１7日㈬ 大洲市
保健センター24日㈬

29日㈪ 午前 8 時30分～１0時30分
午後 １ 時～ １ 時30分 三 善 公 民 館

30日㈫ 午前 8 時30分～１１時
午後 １ 時～ １ 時30分 八多喜公民館

3１日㈬ 午前 8 時30分～１0時30分
午後 １ 時～ １ 時30分 上須戒公民館

実施日 受付時間 場　　所 内　　容

2 日㈫

午前 8 時30分～１１時

平公民館
【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　40～74歳の国保加入者／１,000円
　（該当者には特定健康診査受診券などを送付しています）
※ 保険証・特定健康診査受診券・質問票など（健診申込み後に健診

の 4 ～ 5日前に届きます）を持参してください。
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
▽39歳以下健診　　　　20～39以下の人／ １,000円
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／ １,300円
▽肺がん検診　　　　　40歳以上の人／ 700円
▽ 肺がんCT検診（１7日・24日のみ）40歳以上の人／ 4,000円
※肺がんＣＴ検診・肺がん検診のどちらかの選択になります。
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／ 600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／ 2,１60円
▽肝炎ウイルス検診
　40歳以上で、過去にこの検診を受けたことがない人／ 700円
※75歳以上の人は、肺がんＣＴ検診・前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
※本人確認のため保険証を持参してください

１7日㈬
大洲市
保健センター

24日㈬

29日㈪ 午前 8 時30分～
１0時30分 三 善 公 民 館

30日㈫ 午前 8 時30分～１１時 八多喜公民館

3１日㈬ 午前 8 時30分～
１0時30分 上須戒公民館

※ 特定健診・後期高齢者健診・39歳以下健診・各種がん検診の申し込み方法については「広報おおず 4 月号」、「20１9年健康チェッ
クカレンダー」、「市公式ホームページ」に掲載していますのでご覧ください。　

※ご不明な点がありましたら、保健センターまでお問い合わせください。 26広報おおず 2019年7月号



各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

▽市民法律相談　※要電話予約
時　 7 月27日㈯　午前１0時～午後 4 時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎24－１724

▽無料法律相談　※要電話予約
時　 7 月１8日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4１１１

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 7 月１8日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4１１１

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 7 月 4 日㈭ ･ １8日㈭
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5１05

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 7 月１9日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 5 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－１724
長浜地域
時　 7 月26日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎52－１１１１
肱川地域
時　 7 月 5 日㈮　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　肱川支所　☎34－23１１

▽不動産無料相談
時　 7 月１6日㈫　午前１0時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－１747

▽人権相談
大洲地域
時　 7 月１2日㈮　午前１0時～正午
場　柳沢公民館
時　 7 月１9日㈮　午前１0時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－１１0
　　人権啓発課　☎24－１746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　子育て支援課
問　☎24－57１8
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－１4１4

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－03１3
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 7 月26日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－１１94
肱川地域
時　 7 月 5 日㈮　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－23１2
河辺地域
時　 7 月１0日㈬　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－25１0

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 7 月24日㈬　午後 １ 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター １ 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－１7１4

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151
水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）

☎25－2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211
金・土 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

日 大洲中央病院（東大洲）

☎24－4551（8：30～18：00）
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時
　　　　　　日曜（夜間）　午後 ₈時～午後11時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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南予地域で働く皆さんの味方です。
なんでも労働相談ダイヤル・無料

相談：rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp

労働問題等でお困りの方は連合愛媛まで

連合愛媛南予地域協議会
宇和島市中央町２丁目４番10号
TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

0120－154－052
い　こ う     よ 連     合      に

秘密厳守

牛鬼すとりーと

宇和島
労働会館
２階

岩　村
万年堂

焼肉　銀

マルオ―

南予
文化
会館

http://www.rengo-ehime.jp/ 

古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取   ブランド品販売
商品券・金券も高価買取 質預りも

当社ホームページ

　　　　　大和書道会

     代表　鎌田　悦
え つ

生
お

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大和書道会は、書道を通して、元気で生き生きとした
生活が送れるようになることを目的に、平成20年に結成
されました。現在は、市内外から集まった10人の会員で
活動しています。
　主な活動は、愛媛県美術会が開催する展覧会などへの
出品に向けた作品の制作があります。月に数回、長浜ふ
れあい会館などに会員が集まり、互いの作品を評価した
り、指導を受けたりすることで、書道の腕を磨いていま
す。また、大和書道会が所属する洗

せん

心
しん

書道会では、競書
を出品することで、審査を受けることができ、段級位が
認定されます。昇段が会員にとっての目標となり、作品
制作の励みになっています。
　書の道は、おおむね中国の書家「王

おう

羲
ぎ

之
し

」（300年代）
に源を発しているといっても過言ではありません。古典
の作品を臨書したり、数ある書家の書風を学んだりして、
書的教養を身に付けることも楽しみのひとつです。書を
介して、仲間と交わりながら感性を磨き、脳を活性化さ
せることにより、心と体の健康にもつながればと考えて
います。
　今後は、書道の魅力が伝わるよう、地域のみなさんと
ともに、身近で楽しい書道会にしていきたいと思ってい
ます。書に親しみたい人は、年齢・性別を問いませんの
で、ぜひ大和書道会へ参加してください。
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